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審査内容 

１ 条例審査 

  議案第２４号 甲斐市国民健康保険条例の一部改正の件 

  議案第２０号 甲斐市子ども・子育て会議条例等の一部改正の件 

  議案第２１号 甲斐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

         の一部改正の件 

  議案第２２号 甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

         基準を定める条例の一部改正の件 

  議案第２３号 甲斐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め 

         る条例の一部改正の件 

２ 補正予算審査 

  議案第 ７号 令和４年度甲斐市一般会計補正予算（第８号） 

  議案第 ８号 令和４年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

  議案第 ９号 令和４年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

  議案第１０号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

３ その他 
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開会 午前 ９時２２分 

 

○書記（長田大地君） おはようございます。 

  大変お疲れさまです。 

  ただいまから厚生環境常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長より挨拶をいただきまして、引き続き委員長の進行により

進めてまいります。 

  それでは、金丸委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 改めておはようございます。 

  よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（金丸幸司君） ただいまの出席委員は６名です。定足数に達しておりますので、こ

れより厚生環境常任委員会を開会します。 

  本日の会議を開きます。 

  本日の委員会は今定例会初日に付託されました議案の審査を行います。 

  審査については一問一答方式で簡潔に質問され、また、市当局の答弁も分かりやすく説明

していただきたいと思います。 

  審査に入る前にお諮りいたします。本日は円滑な審査を行うため、お手元に配付した議案

審査日程により審査を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認め、そのようにいたします。 

  それでは、初めに条例審査を行います。 

  議案第24号 甲斐市国民健康保険条例の一部改正の件を議題とします。 

  議案について当局の説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 改めましておはようございます。 

  市民部保険課より議案第24号 甲斐市国民健康保険条例の一部改正の件につきましてご

説明いたします。 
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  議案書の71ページをお願いいたします。 

  初めに提案理由でございますが、健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一時金

の支給額が引き上げられるため、所要の改正を行う必要がある。これがこの条例案を提出す

る理由でございます。 

  次に、改正の概要につきまして、議会資料の42ページをお願いいたします。 

  甲斐市国民健康保険条例の一部改正の概要（議案第24号関係）によりご説明いたします。 

  まず、改正趣旨でございますが、健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一時金

の支給額について40万8,000円から48万8,000円に引き上げられるものでございます。これ

により、産科医療補償制度の加算対象となります出産に係る出産育児一時金の支給額は50

万円となるものでございます。 

  資料の一番下に記載しております米印の産科医療補償制度でございますが、平成21年１

月国において創設された制度で、分娩に関連して発症した重度脳性麻痺のお子様とご家族の

経済的負担を速やかに補償するとともに原因分析を行い、同じような事例の再発防止に資す

る情報を提供することなどにより、紛争の防止、早期解決及び産科医療の質の向上を図るこ

とを目的としております。この制度に加入している分娩機関で出産すると、万一のときに補

償の対象となるものでございます。 

  次に、改正箇所につきましては、43ページの甲斐市国民健康保険条例新旧対照表の第３

条第１項になります。 

  施行期日は令和５年４月１日でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 
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  これより議案第24号を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第24号を終わります。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時２７分 

 

再開 午前 ９時２９分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、議案第20号 甲斐市子ども・子育て会議条例等の一部改正の件を議題といたしま

す。 

  当局の説明を求めます。 

  中島子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） お疲れさまでございます。 

  子育て支援課より甲斐市子ども・子育て会議条例等の一部改正の件につきましてご説明を

させていただきます。 

  議案書の63ページをお願いいたします。 

  議会資料の13ページから19ページになります。 

  初めに、議案書63ページの議案第20号 甲斐市子ども・子育て会議条例等の一部改正の

件になります。 

  まず、提案理由になります。 

  下段になりますが、こども家庭庁設置法の施行に伴い、子ども・子育て支援法の一部が改

正されたため、所要の改正を行う必要があります。これがこの条例案を提出する理由であり

ます。 

  附則といたしまして、令和５年４月１日から施行するものであります。 
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  今回こども家庭庁設置法の施行に伴い、子ども・子育て支援法の内閣総理大臣と厚生労働

大臣の協議について定める規定の第19条及び第45条の項が削除されたこと、並びに同法に

より定められている子ども・子育て会議の機能移管に伴う72条から76条項の削除に伴う条

ずれ、また、学校教育法においても幼稚園要領の選定根拠である第25条に新たに幼稚園の

教育課程や教育内容に関する２項が追加される条ずれが、条ずれ改正が行われたものとなり

ます。 

  それでは、議会資料を用いまして主だったところを説明させていただきます。 

  資料13ページ、新旧対照表をご覧ください。 

  第１条、甲斐市子ども・子育て会議条例新旧対照表になります。 

  設置第１条、子ども・子育て支援法の条ずれに伴い、甲斐市子ども・子育て会議条例第１

条中の第77条第１項を第72条第１項に改めるとなります。 

  次に14ページ、第２条甲斐市保育の必要性の認定に関する基準を定める条例では、同じ

くこども家庭庁設置法の施行に伴い、子ども・子育て支援法の内閣総理大臣と厚生労働大臣

の協議について定める規定の第19条第２項が削除されることによる改正になります。 

  認定区分第４条中については、第19条第１項各号を、第19条各号に改めます。 

  保育の必要量の区分第５条中の第19条第１項第２号を第19条第２号に改めます。 

  15ページをお願いいたします。 

  第３条、甲斐市保育料条例の定義第２条中も同様となり、第19条第１項各号を第19条各

号に、同項第２号を同条第２号に改めます。また、今回の甲斐市子ども・子育て会議条例等

の一部改正に伴い、施行規則の改正もございますので、ご説明をさせていただきます。 

  会議資料16ページ、議会資料16ページ新旧対照表をお願いいたします。 

  甲斐市保育必要性の認定に関する基準を定める条例施行規則になります。 

  第８条中の法第19条関係と17ページ、甲斐市保育料条例施行規則の第２条中の法第19条

関係、18ページ、甲斐市公共保育園服飾費徴収規則の第５条中の法第19条関係につきまし

ても同様の改正となります。 

  以上、説明とさせていただきます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第20号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第20号を終わります。 

  次に、議案第21号 甲斐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正の件から議案第23号 甲斐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正の件の３議案については、関連がありますので一括議題といた

します。 

  当局の説明を求めます。 

  中島子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） 続きまして、65ページの議案第21号から69ページの議案

第23号まで関連がありますので、一括で説明をさせていただきます。 

  議案第21号 甲斐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正の件につきましてご説明をさせていただきます。 

  議案書の65ページから66ページ、議会資料の20ページから23ページになります。 

  まず、提案理由になります。議案書66ページをお願いいたします。 

  下段になります。家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴い、

事業所を利用する乳幼児の安全の確保に関する規定が追加されたため、所要の改正を行う必

要がある。これがこの条例案を提出する理由でございます。 

  附則といたしまして、条例は令和５年４月１日から施行する。ただし、第13条の改正規

定は公布の日から施行するものであります。また、第２項では経過措置としてブザーその他
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の車両、車内の利用乳幼児の見直しを防止する装置を備えること及びこれを用いることにつ

き困難な事情があるときは、令和６年３月31日までの間当該自動車にブザー等を備えない

ことができる。この場合においてブザー等の設置に代わる装置を講じて利用乳幼児の所在の

確認を行わなければならないと経過措置として規定しております。 

  今回の改正は、令和３年７月に福岡県中間市で起きた保育所の送迎バスの園児置き去りに

よる死亡事故を始め、重大事故が繰り返し発生していることを受け、国において児童福祉施

設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が交付されたことによるものとなり

ます。 

  それでは、議会資料を用いまして主だったところの説明をさせていただきます。 

  資料20ページ、新旧対照表をご覧ください。 

  最初に、保育所等との連携第６条第１項中、次条第１項の次に第７条の３、第２項を加え

ます。 

  21ページ、22ページをお願いいたします。 

  第７条の次に安全対策策定等の２条を加えます。まず、21ページをお願いいたします。 

  第７条の２、第１項には家庭的保育事業者等は利用乳幼児の安全の確保を図るため設備の

安全点検、職員、利用乳幼児等に対する事業所外での活動、取組等を含めた事業所等での生

活その他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修及び訓練等安全に関する事項に

ついての計画（以下この条において安全計画という）を策定し、当該安全計画に従い、必要

な措置を講じなければならないとしております。 

  第２項は職員に対し、安全計画について周知するとともに前項の研修及び訓練を定期的に

実施しなければならないとしております。 

  第３項は利用乳幼児の安全の確保に関し、保護者との連携が図れるよう保護者に対し安全

計画に基づく取組の内容等について周知しなければならないとしております。 

  第４項は定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画の変更を行うものとす

るとしております。 

  次の自動車を運行する場合の所在の確認、22ページをお願いいたします。 

  第７条の３、第１項では家庭的保育事業者等は利用乳幼児の事業所外での活動、取組等の

ための移動、その他の利用乳幼児の移動のために自動車を運行するときは利用乳幼児の乗車

及び降車の際に点呼その他の利用乳幼児の所在を確実に把握することができる方法により利

用乳幼児の所在を確認しなければならないとしております。 
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  第２項は、日常的に運行するときは当該自動車にブザーその他の車内利用乳幼児の見落と

し防止をする装置を備え、これを用いて所在の確認を行わなければならないとしております。 

  第10条中「設置するときは」の次に、「その行う保育に支障がない場合に限り」を加え、

同条ただし書を削ります。 

  23ページをお願いいたします。 

  次に第13条関係、懲戒に関わる権限の乱用禁止を削除するものといたします。衛生管理

等第14条第２項中「必要な措置を講ずる」を「職員に対し感染症及び食中毒の防止及び蔓

延の防止のための研修並びに感染症の予防及び蔓延の防止のための訓練を定期的に実施する」

を加えます。 

  それでは、次の条例改正の説明に移らさせていただきます。 

  議案書の67ページから68ページ、議会資料の24ページから38ページをお願いいたします。 

  最初に議案書67ページをお願いいたします。 

  議案第22号 甲斐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部改正の件につきましてご説明いたします。 

  まず、提案理由になります。議案書68ページをお願いいたします。 

  下段になります。特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て

支援施設等の運営に関する基準が改正されたことに伴い、施設の長たる管理者への懲戒権に

関する規定の削除をするなどの所要の改正を行う必要がある。が、この条例案を提出する理

由であります。 

  附則といたしまして、令和５年４月１日から施行し、第26条の改正規定は公布の日から

施行するものであります。 

  こちらの改定は民法第822条の親権者の懲戒権の規定について、児童虐待を正当化する口

実に利用されている指摘を受け、第210回国会臨時会において民法等の一部を改正する法律

の一部規定が令和４年12月16日から施行され、懲戒権に関する規定の削除に伴う児童福祉

関係府省令の一部改正が行われたことによるものとなります。 

  議会資料24ページをお願いいたします。 

  第４条、利用定員になりますが、第２項ただし書中第19条第１項、第３号を第19条３号

に改めます。以下同様に19条関係を29ページの第20条まで改めます。 

  29ページの第26条の懲戒権に関わる権限の乱用防止について削除を行います。 

  30ページの第35条第１項から38ページの52条まで、第19条関係と同項を同条に改める同
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様の改正となります。 

  それでは、次の条例改正の説明に移らさせていただきます。 

  議案書69ページをお願いいたします。 

  議案第23号 甲斐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正の件について説明をさせていただきます。 

  議案書の69ページから70ページ、議会資料の39ページから41ページとなります。 

  議案書70ページをお願いいたします。 

  提案理由になりますが、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準が改正され

たことに伴い、児童の安全確保に関する規定が追加されたため、所要の改正を行うものであ

ります。 

  附則といたしまして、施行期日は令和５年４月１日からとなっております。 

  第２項では経過措置について規定しております。こちらの規定も送迎バスに置き去りにさ

れた子供が亡くなるという痛ましい事案が発生する中、児童福祉施設等の運営に関する基準

のうち、児童の安全の確保に関するものについては国が定める基準に従わなければならない

とする改正が行われたところであります。これに伴い放課後児童健全育成事業及び児童館に

ついては、令和５年４月１日より安全に関する事項についての安全計画を各事業所、施設に

おいて策定することを義務づけることとなったための改正となります。 

  それでは、新旧対照表で説明をさせていただきます。議会資料の39ページをご覧くださ

い。 

  第６条の次に安全計画の策定等の第６条の２、第１項として事業者は利用者の安全の確保

を図るため事業所ごとに当該事業所の設備の安全点検、職員、利用者等に対する事業所外で

の活動、取組等を含めた事業所での生活その他の日常生活における安全に関する指導、職員

の研修及び訓練その他における安全に関する事項についての計画を策定し、当該安全計画に

従い必要な措置を講じなければならないとする規定を追加するものであります。 

  第２項では、職員に対し安全計画について周知するとともに前項の研修及び訓練を定期的

に実施しなければならないとしております。 

  第３項では、利用者の安全の確保に関して保護者との連携が図れるよう保護者に対し安全

計画に基づく取組の内容等について周知しなければならないとしております。 

  第４項では、定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画の変更を行うもの

としております。 
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  自動車を運行する場合の所在の確認として、40ページになりますが、第６条の３では、

「事業者は利用者の事業所外での活動、取組のための移動、その他の利用者の移動のために

自動車を運行するときは、利用者の乗車及び降車の際に点呼その他の利用者の所在を確実に

把握することができる方法により利用者の所在を確認しなければならない」を加えます。ま

た、第12条の次に業務継続計画の策定等の１条を加えるとして、第12条の２の第１項に感

染症や非常災害の発生時において、利用者に対する支援の提供を継続的に実施するための及

び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画を策定し、当該業務継続計画に従い、必

要な措置を講ずるよう努めなければならないとし、第２項に職員に対し業務継続計画につい

て周知するとともに必要な研修及び訓練を定期的に実施するよう努めなければならないとし

ております。 

  第３項では、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を

行うよう努めるものとしております。 

  41ページをお願いいたします。 

  第13条第２項中の「必要な措置を講ずる」を「職員に対し感染症及び食中毒の防止、予

防及び蔓延の防止のための研修並びに感染症の予防及び蔓延の防止のための訓練を定期的に

実施する」を加えるものとなります。 

  以上、説明とさせていただきます。ご審議のほう、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより議案第21号から議案第23号の説明に対し、一括で委員の質疑をしたいと思いま

す。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 市議会資料の22ページで、当該自動車にブザーその他の車内の利用、

見落としを防止する装置ということなんですけれども、具体的にはどのようなブザーになる

んですか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） 今私立の保育園に保育園のバス等があるんですけれども、

その通園バスの一番後部のほうにブザー等の押す装置を設けまして、一度園児を降車、全部

降ろした際には、その後運転者がもう一度中に入って、バスの中を全部点検をして、一番後

ろのそういうスイッチを押す、全て園児が降りたことを確認するというもののブザーの設置
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という形になります。これについては、ブザーの設置という装置と、あと、人員を感知する

もので人のもう、動きがないかという、そういった装置まで含めた装置の設置というもので、

設置者によって器具は選べるような形にはなるのですけれども、そういった装置の設置、ブ

ザー等の設置を義務づけるという国の指導になっていまして、国の対象機種として10機種

ほど全国で推奨される機種が今出ている状態であります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） では、甲斐市の幼稚園とかのバスは全てこれがついている、今からつ

けるの、もう、ついているのですか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） こちらのバスの装置につきましては、甲斐市の市内、今６

バス、私立の保育園があるのですけれども、今からつけるという形になりまして、この後の

補正予算の審議の中でもこちらの予算を計上させていただくという内容を図らさせていただ

くような内容になっております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 用具設定ができれば、人感センサーとかより安全性の高いのかな、そ

ういうのがあればいいなとは思いますので、ぜひ、早くやっていただければと思います。 

○委員長（金丸幸司君） そのほかございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません、そのブザーについてちょっともう一つ教えていただきた

いのですけれども、これはあくまで運転手さんや職員がいないことを確認するため、園児が

残っていないことを確認した後に作動させるもので、園児が取り残されたときに自分からこ

こにいるということを発するためのブザーではないということでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） そのとおりでありまして、管理者、まずは安全の確保とい

うことで、運営する側の確認装置という形になりますので、運転者並びに同乗者の付き添い

の保育士等が全て確認を終えたという確認のブザーになります。園児等の取り残された際に

はよく、ニュース等でもありましたクラクションを運転席に行って鳴らすですとか、そうい
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ったものも指導の中では今後はしていくような形になりましたり、また、人感センサーによ

って取り残しがないという、そういった装置も出ていますので、そういった装置の設置を今

後は呼びかけていくように行いたいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） もう一つ、すみません。そうですね、ブザーの、センサーのついたよ

うな、人の動きを感知するようなセンサーもぜひ、導入していただければと思います。 

  もう一つ、これは今公立の保育園はたしかバスなんかは使っていなかったと認識していま

して、私立の保育園、幼稚園、私立の保育園、幼稚園がバスを運行していて、そのバスにブ

ザーをつけるときの補助は全額市の負担になるのでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） こちらのバスの補助につきましては、国の補助、10分の

10の補助があるということで、今調整を進めております。私立の保育園が６台ほど今、所

有をしていまして、幼稚園につきましては県から直接補助をされる、私立の保育所、こども

園につきましては市役所経由で補助をして、国からの10分の10補助が受けられるというこ

とで今、補正予算のほうを計上することで進めております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほかございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、職員に対して感染症及び食中毒の予防蔓延の防止の研修

という形で書いてあるんですけれども、これ、定期的というのはどのぐらいの時間数でやる

ような形ですか、その辺は決まっていますか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） こちら安全計画の策定につきましては、今年度この３月ま

でに保育所、あと児童館等で作成するように今進めていまして、その中には年間計画として

毎月何月には何の行事をするということで、その中で計画の策定と保護者への周知、また、

見直しというものもありますので、最低１年に１回は見直しをするという形で進めていきた

いと考えております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより議案第21号から議案第23号を議案ごとに順次討論、採決を行います。 

  初めに、議案第21号について討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第21号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第21号を終わります。 

  次に、議案第22号について討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第22号を採決します。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第22号を終わります。 

  次に、議案第23号について討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第23号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第23号を終わります。 

  以上で、条例審査を終了いたします。 

  次に、補正予算の審査を行います。 

  審査に入る前にお諮りいたします。補正予算の内容により、ある程度まとめて説明を受け、

質疑を行いたいと思いますがよろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） それでは、そのようにいたします。 

  初めに、議案第７号 令和４年度甲斐市一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 

  初めに、子育て支援課より３款民生費、２項児童福祉費及び繰越明許費について一括で説

明を求めます。 

  中島子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） お疲れさまでございます。 

  子育て支援課から補正予算及び繰越明許費について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の20ページから23ページになります。 

  初めに、20ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費であります。 

  21ページの説明欄になります。 

  10児童福祉諸費において９万1,000円の減額補正をお願いするものです。 

  内訳といたしまして、保育事務関係の保育所等ＡＩ入所選考システムの保守料70万4,000

円の減額と利用料46万7,000円の契約差金分の減額補正をするものと、子供のバス送迎時の

事故に対するバス送迎安全徹底プランの一環として国が安全装置のガイドラインを作成し、

安全装置の装備が義務化されるのに伴う補正となります。 
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  事業費はバス１台18万円の６台分の108万円を増額補正するものの合計となります。 

  こちらは全て国庫補助となる予定であり、かおり幼稚園３台、あおばこども園２台、吉沢

立正保育園１台の６台分を予定しております。 

  なお、幼稚園バスにつきましては、県からの直接補助となります。 

  次に11、子供医療費助成費事業800万円の減額補正をお願いするものです。 

  内容は、新型コロナウイルス等の影響により、医療機関等への受診控えの傾向があり、医

療費が抑制されたことにより実績見込みを算出したところ、医療費助成金700万円と審査支

払手数料100万円の不用額が見込まれるため減額補正をするものとなります。 

  財源内訳は県の乳幼児医療費助成事業補助金350万円の減額と、事務費補助金40万円の減

額、また、サテライト双葉による地域振興基金繰入金につきましては繰入金265万2,000円

の増額となります。 

  次に、19療育医療費助成事業86万円の増額補正をお願いするものです。 

  内容は出生体重2,000グラム以下または薄弱であって医師が入院治療を必要とすると認め

た助成利用者が増加したことに伴い、療育医療費助成金86万円を増額するものとなります。 

  次に20ページ、２目児童措置費になります。21ページをお願いいたします。 

  01児童手当3,484万円の減額補正になります。 

  児童手当は年間３回、１回に４か月分を支給しておりますが、６月及び10月支給額８か

月分の実績額を基に支給見込額を算出したところ、支給対象児童数の減少に伴い扶助費にお

いて3,484万円の不用額が見込まれるため、減額の補正をお願いするものです。 

  財源内訳につきましては、国及び県それぞれの年齢区分別等の交付割合に基づく減額とな

ります。 

  次に22ページ、３目母子福祉費になります。23ページをお願いいたします。 

  03児童扶養手当1,300万円の減額補正になります。 

  児童扶養手当は年６回、２か月ごとに支払いを行っておりますが、５月期から５回、10

か月分の支払いを既にしており、当初見込んでいた対象児童の減少に伴い、その実績額を基

に支給見込額を算出したところ、扶助費において1,300万円の不用額が見込まれるため、減

額補正をお願いするものとなります。 

  財源になりますが、国の児童扶養手当給付費負担金３分の１の減額となります。 

  04助産母子生活支援事業244万円の減額補正になります。 

  当初予算において母子寮の利用を見込み、６か月分の措置費を計上しておりましたが、現
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段階での利用者がいないため、５か月分の措置費244万円を不用額と見込み、減額補正をお

願いするものとなります。 

  財源内訳になりますが、国負担金２分の１、県負担金４分の１の減額となります。 

  次に22ページ、４目保育所費になります。23ページをお願いいたします。 

  24竜王中央保育園費11万6,000円の減額補正になります。 

  こちらは、備品購入費として園児用椅子を購入した際の入札差金分の減額補正になります。 

  次の25敷島保育園費334万円の減額補正になります。 

  こちらは、天井耐震化改修工事費の管理業務委託の入札差金11万円の減額と、天井耐震

化改修工事の入札差金323万円の減額による合計の減額補正となります。 

  次の27双葉西保育園費14万3,000円の減額補正になります。 

  こちらも備品購入費として園児用椅子を購入した際の入札差金分の減額補正となります。 

  財源内訳になりますが、森林管理基金繰入金の減額と敷島保育園天井耐震化改修工事関係

費の合併特例債の減額となります。 

  続きまして、明許繰越費の説明をさせていただきます。 

  議案書につきましては16ページ、補正予算説明書につきましては38ページをお願いいた

します。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費の児童福祉諸費のバス等への置き去り

事故防止用の安全装置設置を令和５年４月１日から義務づけることとした事業につきまして

108万円の繰越しをお願いするものであります。 

  財源は全額国庫補助金であります。 

  内容といたしましては、２月補正予算におきましてお願いいたしました国の緊急施策とし

て位置づけられている市内保育所等で保有する送迎バス６台分の安全装置の設置支援を国の

補助金を活用して早急な対応を行う必要があり、私立の保育事業者への補助について経過措

置期間を含めて補助期間とすることから、年度を超えての申請受付を行うため繰越明許をお

願いするものであります。 

  以上でございます。ご審議をお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  若尾委員。 
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○委員（若尾彰子君） すみません、児童扶養手当のところについて教えてください。 

  児童扶養手当対象者が減少したということなんですけれども、どれぐらい当初見込んだ数

から減少があったのでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 中島課長。 

○子育て支援課長（中島茂樹君） 児童扶養手当の受給者の増減につきましては、令和４年度

当初630世帯を見込んでおりましたが、令和４年10月時点で597世帯と33世帯少なくなって

おりまして、そちらの分1,300万円の減額となっております。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  児童扶養手当というものがなかなかこの昨今の経済状況を考えると児童扶養手当の対象か

ら抜け出せるということもなかなか難しいのかなとは思うのですけれども、これだけ30世

帯以上見込みから減っているという理由は何かあるのでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 大木子育て支援係長。 

○子育て支援係長（大木貴子君） 減少の原因としましては、婚姻等により独り親ではなくな

ったという方もその中に含まれますので、そういった形で減少している場合もございます。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時１４分 

 

再開 午前１０時１５分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、健康増進課より４款衛生費、１項保健衛生費及び繰越明許費について一括で説明を

求めます。 
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  瀧波健康増進課長。 

○健康増進課長（瀧波秀彰君） お疲れさまです。 

  健康増進課から２月補正予算及び繰越明許費について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の22ページから23ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、事業名は23ページのほうになりま

す。20一般管理費健康増進課になります。 

  内容につきましては、令和４年度医療提供体制づくり交付金の算定変更に伴い、負担金補

助金及び交付金３万5,000円を増額補正するものでございます。 

  内訳は、山梨県医師会への法令外負担金を３万3,000円、山梨県歯科医師会への法令負担

金を2,000円増額するものでございます。 

  財源内訳は全て一般財源になります。 

  続きまして、２目予防費、事業名は02新型コロナワクチン接種事業になります。 

  内容につきましては、令和２年度及び令和３年度分の新型コロナワクチン接種対策費国庫

負担金及び新型コロナワクチン接種体制確保事業補助金に返還金が生じましたので、償還金

利子及び割引料4,918万3,000円の増額をお願いするものでございます。 

  財源の内訳につきましては、全て一般財源となります。 

  次に、３目健康推進費、事業名は01母子保健事業で、補正額は４万2,000円の減額になり

ます。 

  内容につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止により一部の事業を中止または

縮小をしたため、会計年度任用職員の報酬185万円を減額するとともに令和３年度母子保健

衛生費国庫補助金について精算により返還金が生じたため、償還金利子及び割引料180万

8,000円を増額するものでございます。 

  財源の内訳は全て一般財源になります。 

  続きまして、繰越明許費について説明をさせていただきます。 

  補正予算の説明書38ページをお願いいたします。 

  表の上から３ます目になります。４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費になります。 

  １億7,010万5,000円の繰越明許費で、財源の内訳は新型コロナワクチン接種対策費国庫

負担金及び体制確保事業補助金として１億6,970万4,000円、残りは一般財源となります。 

  現在新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけにつきましては、令和５年５月８日から

現在の２類から季節性インフルエンザ等と同等の５類へ移行することが国の新型コロナウイ
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ルス感染症対策本部で決定をされたところではありますが、コロナワクチンの接種につきま

しては、国の厚生科学審議会において令和５年度も継続をする方向で現在審議をされている

ところであります。これに伴いまして、新型コロナワクチンの接種に必要な経費を令和５年

度へと繰越しをお願いするものでございます。 

  現在のところ、新型コロナワクチンの接種については65歳以上の高齢者や基礎疾患を有

する重症化リスクの高い方及び医療従事者等を対象に令和５年５月から８月までの春夏に追

加接種を実施し、９月から12月までの秋冬には対象者を拡大して接種可能な全ての年齢の

方に接種を実施する方向で審議をされているところであります。 

  今後詳細が決まり次第繰越明許費を使いまして接種事業を実施し、必要に応じまして補正

予算等の対応をさせていただきたいと考えております。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

  １時間ぐらいたったので、10分休憩を取って、10時半から行います。 

 

休憩 午前１０時２１分 

 

再開 午前１０時２７分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、環境課より４款衛生費、２項環境衛生費及び３項清掃費並びに13款諸支出金１項

基金費について一括で説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第７号、環境課に関わる一般会計補正予算につきましてご説明させていた

だきます。 
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  補正予算説明書24、25ページをお願いします。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費のうち環境課に関わる補正につきまし

ては25ページの説明欄、ナンバー10一般管理事業につきましては、令和４年度計画してお

りました親子環境ツアーについて、新型コロナ感染防止対策により事業を中止したため、随

行職員の旅費分3,000円を減額補正するものです。 

  ナンバー15犬猫不妊去勢手術費助成事業につきましては、12月補正においても増額をお

願いいたしましたが、現在の補助申請件数の状況から不足が生じる見込みのため、83万円

の増額補正をお願いするものです。 

  財源内訳は全て県支出金の猫不妊去勢手術費補助金であります。 

  次に、２目環境保全費の環境保全事業につきましても先ほどと同様令和４年度計画してお

りました親子環境ツアーについて新型コロナ感染防止対策により事業を中止したため、バス

借上げ料等25万5,000円を減額補正するものであります。 

  次に、３項清掃費、１目清掃費、ナンバー07広域事務組合負担金633万9,000円の減額に

つきましては、本市の予算を計上するに当たって峡北広域行政事務組合からの予算要求によ

り予算を計上しております。しかし、令和４年度当初予算におきまして本市の予算額を確定

した後、峡北広域行政事務組合の当初予算額が変更となり、当初予算額に差異が生じており

ました。その差額分について令和４年度の組合事業の確定に伴い減額補正するものでありま

す。 

  次に、09バイオマス活用推進事業につきましては、甲斐市バイオマスセンターにおいて

生ごみの堆肥化を促進する発酵補助資材、微生物とかもみ殻になるのですけれども、その原

材料費に不用額が生じたため16万5,000円を減額するものです。 

  財源内訳としてその他環境保全基金繰入金を1,000円増額し、一般財源を16万6,000円減

額するものです。 

  環境保全繰入金の増額については、この後説明します。基金運用利息による利子増額分に

当たります。 

  次に、補正予算説明書34、35ページをお願いいたします。 

  13款諸支出金、１項基金費、14目環境保全基金費、ナンバー１環境保全基金積立金につ

いては、基金運用利息が当初見込んでいた金額より1,000円多いことから増額するものです。 

  先ほどのバイオマス活用推進事業の財源につきましては、環境保全基金の運用利子を繰り

入れて充てております。 
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  以上、２月補正予算のうち環境課に関わる一般会計についての説明とさせていただきます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３２分 

 

再開 午前１０時３３分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、４款衛生費、１項保健衛生費について敷島支所市民地域課、双葉支所市民地域課の

順で説明を求めます。 

  初めに敷島支所市民地域課から説明をお願いします。 

  寺島敷島市民地域課長。 

○（敷島支所）市民地域課長（寺島 信君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、敷島支所市民地域課より２月補正予算につきましてご説明させていただきます。 

  補正予算説明書の22、23ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、10需用費、ナンバー23敷島保健福

祉センター事業につきましては、180万円の増額補正をお願いするものでございます。 

  財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。 

  補正理由でございますが、電気料金の価格高騰により敷島保健福祉センターの電気使用量

の予算額に不足が見込まれるため増額補正をお願いするものでございます。 

  以上であります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（金丸幸司君） 引き続き双葉支所市民地域課から説明を求めます。 

  羽中田市民地域課長。 

○（双葉支所）市民地域課長（羽中田和幸君） お疲れさまです。 
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  それでは、双葉支所市民地域課より２月補正予算について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の22、23ページをお開きください。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、10節需用費、ナンバー31双葉保健

福祉センター事業につきまして、20万円を増額補正するものであります。 

  財源内訳につきましては、一般財源であります。 

  概要につきましては、電気料金の価格高騰により双葉保健福祉センターの電気使用量予算

額に不足が見込まれるため増額補正をお願いするものであります。 

  以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時３７分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、福祉課より３款民生費、１項社会福祉費及び３項生活保護費について一括で説明を

求めます。 

  箭本福祉課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、福祉課の２月補正についてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の18ページ、19ページをお願いいたします。 

  初めに３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のナンバー22社会福祉協議会

助成事業につきまして、財源構成をさせていただくものでございます。 

  内容につきましては、当事業予算中の特定財源となっております地域福祉基金を8,000円

増額し、一般財源を8,000円減額するものでございます。 
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  次に、ナンバー29生活困窮者自立支援事業につきまして1,528万円を減額補正させていた

だくものでございます。 

  財源内訳は国庫支出金の新型コロナウイルス感染症セイフティーネット強化事業費交付金

となります。 

  内容につきましては、令和３年度より国の事業として実施しております生活困窮者自立支

援金支給事業の申請期限が昨年12月末をもって終了となったことから、今年度末までに支

出する見込額を精査し、不用額を減額をするものでございます。 

  なお、今年度は２月末現在で43世帯に950万円を支給をしており、事業が始まった令和３

年度からの総額は92世帯に対して1,770万円を支給しております。 

  次に、ナンバー33生活困窮者緊急生活支援金給付事業につきまして1,946万3,000円を減

額補正させていただくものでございます。 

  財源内訳は県支出金の生活困窮者緊急生活支援金給付事業費県補助金1,650万円と同事務

費県補助金110万円、残りは一般財源となります。 

  内容につきましては、山梨県が独自に行っている住民税非課税世帯等に対する１世帯当た

り１万5,000円の支援金給付事業において現在までに実施済みの委託業務や今後の支出見込

額を精査し、不用額を減額補正させていただくものでございます。 

  こちらの事業につきましては、２月15日までに6,657世帯に対し9,985万5,000円を支給し

ております。 

  次に、ナンバー34価格高騰緊急支援給付金給付事業につきまして、9,778万円を減額補正

させていただくものでございます。 

  財源内訳は国庫支出金の価格高騰緊急支援給付金給付事業費補助金9,500万円と同事務費

補助金278万円となります。 

  内容につきましては、昨年の９月議会において補正対応させていただきました国の事業と

なります住民税非課税世帯等に対する１世帯当たり５万円の支援金給付、電気、ガス、食料

品等価格高騰緊急支援給付金給付事業において先ほどの山梨県の支援金と同様に今後の支出

見込額を精査し、不用額を減額補正させていただくものでございます。 

  こちらにつきましては、２月15日までに6,051世帯に対して３億255万円を支給しており

ます。 

  次に、３款民生費、３項生活保護費、２目扶助費につきましてご説明をさせていただきま

す。 
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  補正予算説明書の22、23ページ、22、23ページをお願いいたします。 

  ナンバー01扶助費につきまして5,375万1,000円を増額補正させていただくものでござい

ます。 

  財源内訳は国庫支出金の生活保護費負担金4,031万3,000円、残りは一般財源となります。 

  内容につきましては、12月補正において今年度末までの生活保護費の支出見込不足額を

増額補正させていただきましたが、医療補助費において３大疾病などの大きな手術や想定以

上の医療機関受診等の要因が重なるなど、年度末までの支出見込額にさらに不足が生じる見

込みであることから、生活保護費の適正な支給に必要な予算を増額補正させていただくもの

でございます。 

  以上が福祉課の２月補正予算の内容となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 19ページの価格高騰緊急支援給付金等があるんですけれども、6,051

世帯というのは大体対象者全体で何割ぐらいいっているんでしょう。 

○委員長（金丸幸司君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 6,051世帯につきましては、対象となる世帯の８割強ぐらいの数

字となっております。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ８割強ということで２割くらいの方が申請されなかったということな

んですけれども、その申請されなかった要因というのはどういうことが考えられますか。 

○委員長（金丸幸司君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 主な要因は特に私どものほうでも把握はできませんけれども、お

そらく生活がある程度就職等とかそういったことで生活がうまく波に乗ってきたとか、ある

いは自主的に本当にごくわずかですけれども、手を挙げてこないという方もいらっしゃいま

すので、そんなところ辺が主な要因ではないかと思います。 

○委員長（金丸幸司君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 何か独り暮らしをしていて生活困窮で、実際通知が届いてもどうして

いいか分からないような方がたまにいらっしゃるんですよね。私たちが気がつけば一緒に行
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って手続とかさせてもらうんですけれども、その来られない方への対応というのもできない

ものかちょっと伺いたいのですけれども。 

○委員長（金丸幸司君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） これらの給付金等のご案内につきましては、今谷口委員さんから

お話がありましたようにうちのほうから確認書という書類を送らさせていただいております。

本来全ての方の手元の届いているということが大前提で、皆さん目を通していただいている

というふうに私どもは理解をしているのですが、中にはどうしても期間の間に封を開けない

というような方もいますけれども、うちのほうとしましても広報紙、それから市のホームペ

ージ等でご案内をさせていただいていますので、特に個別に再度のご案内というようなこと

はちょっとしてはおりません。 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですか。ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４６分 

 

再開 午前１０時４７分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、障がい者支援課より３款民生費、１項社会福祉費について説明を求めます。 

  早川障がい者支援課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） どうもお疲れさまです。 

  それでは、障がい者支援課より今回の補正予算につきましてご説明させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

  補正予算説明書は18、19ページ、下段から20、21ページ上段にかけてとなります。 

  まず、18、19ページをお願いいたします。 

  まず下段の３款民生費、１項社会福祉費、２目障がい者福祉費、ナンバー01自立支援給

付事業におきまして１億2,224万円の増額補正をお願いするもので、財源内訳は国、県の障

がい者自立支援給付費負担金で9,056万4,000円の増額、それ以外は一般財源の増額となり
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ます。 

  本事業につきましては、障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき障がい者や障がい児の

方が自立した日常生活、社会生活を営むことができるように必要な障がい福祉サービスに係

る給付を行うものであり、年々サービスの全般にわたる利用の増加が見受けられております

が、特に就労を希望する65歳未満の障がい者で、企業等に就労することが困難な方に雇用

契約を結ばずに就労の機会を提供し、就労に必要な支援を行う就労継続支援Ｂ型、障がい者

支援施設やグループホーム等から独り暮らしへの移行を希望する知的障がい者や精神障がい

者の方の地域生活を支援するため、居宅を定期的に訪問し、日常生活に対する課題の確認や

必要な助言、医療機関との連携調整を行う自立生活援助、また、就学中の障がい児に授業終

了後または休業日に生活能力向上のため必要な訓練や支援を行う放課後等デイサービスや未

就学児の障がい児に対し、療育の観点から日常生活における基本的な動作の指導や集団生活

への適応訓練等の支援を行う児童発達支援などの利用が増加したこと、また、併せまして、

本年度６月末をもって事業を廃止いたしました通所施設食費負担助成につきまして、申請忘

れ等ないよう確認連絡等を徹底した結果、多くの利用者からの請求がありました。本市の請

求につきましては、２年間に遡って請求ができる制度であったため、これまで年間利用分を

まとめて翌年度に請求した方が今年度につきましては今年度分と合わせて請求するケースが

想定以上に多かったことから、19節扶助費に計上し増額をお願いするものであります。 

  次に、同じく２目ナンバー03地域生活支援事業（自立支援）において215万6,000円の増

額補正をお願いするもので、財源内訳は国、県の地域生活支援事業費補助金で111万4,000

円の増額、それ以外は一般財源の増額となります。 

  本事業につきましては、地域生活支援事業の一つとして実施しております屋外での移動が

困難な障がい者、障がい児に外出のための支援を行い、地域における自立生活及び社会参加

の促進を図ることを目的とする移動支援事業の利用が増加したことから12節委託料に計上

し、増額をお願いするものであります。 

  次に、同じく２目ナンバー08補装具費事業において371万7,000円の増額補正をお願いす

るもので、財源内訳は国、県の障害者自立支援給付費負担金で278万7,000円の増額、それ

以外は一般財源の増額となります。 

  本事業につきましては、身体障がい者、児の失われた身体能力の代償または補完すること

を目的に更生用用具の購入、借受け及び修理に要する費用を支給するものでありますが、給

付申請者の増加と高額となる補装具の申請が重なったことから19節扶助費に計上し、増額
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をお願いするものであります。 

  補正予算資料20、21ページをお願いいたします。 

  次に、同じく２目ナンバー12障がい者生活支援諸費において33万円の減額補正をお願い

するもので、財源は全て一般財源となります。 

  内容につきましては、新型コロナウイルス感染症の再拡大の影響により、夏休み期間中に

実施を予定しておりました障がい児児童支援事業が昨年度に引き続き中止となったため、事

業中止に伴う不用額を委託料に計上し、減額をお願いするものであります。 

  障がい者支援課が計上いたしました補正予算の説明につきましては以上となります。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５３分 

 

再開 午前１０時５５分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  次に、３款民生費、１項社会福祉費について長寿推進課、保険課の順で説明を求めます。 

  初めに長寿推進課から説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お疲れさまです。 

  福祉部長寿推進課ですが、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第７号 甲斐市一般会計補正予算（第８号）のうち長寿推進課に関係する

補正予算の内容につきましてご説明させていただきます。 

  補正予算説明書の20、21ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費、補正前の額17億2,869万2,000円に補正



－29－ 

額1,944万1,000円減額のうち27節繰出金のうち下段にあります16介護保険特別会計繰出金

264万5,000円の追加補正をお願いをするものであります。 

  内容につきましては、介護保険特別会計へ繰出す繰出金の増額補正であります。 

  詳細につきましては、後ほど介護保険特別会計補正予算の審査においてご説明させていた

だきます。 

  以上、長寿推進課関係の一般会計補正予算の説明を終わらせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 引き続き保険課から説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 大変お疲れさまでございます。 

  議案第７号 令和４年度甲斐市一般会計補正予算（第８号）の保険課所管の補正予算につ

きましてご説明いたします。 

  補正予算説明書の20、21ページをお願いいたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費、04後期高齢者医療特別会計繰出金2,208

万6,000円の減額につきましては、後期高齢者医療の保険基盤安定繰出金の確定に伴う繰出

金の減額補正でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、議案第７号の質疑を終了いたします。 

  これより議案第７号 令和４年度甲斐市一般会計補正予算（第８号）について討論、採決

を行います。 

  まず、本案に対する討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第７号について採決します。 
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  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第７号を終わります。 

  ここで職員退室のため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１０時５９分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  引き続き、議案第８号 令和４年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）を行

います。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 引き続き保険課から議案第８号 令和４年度甲斐市国民健康保険

特別会計補正予算（第５号）につきましてご説明いたします。 

  議案の19ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ69億8,934万6,000円とするものでございます。 

  補正予算説明書の48、49ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入につきましてご説明いたします。 

  １款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、１節医療給付費分現年課税

分38万4,000円の減額、２節後期高齢者支援金分現年課税分13万3,000円の減額、３節介護

納付金分現年課税分11万6,000円の減額、合計63万3,000円の減額につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症に係る国民健康保険税の減免によるものでございます。 

  次に、４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、２節保険給付費等交付金

特別交付分63万3,000円の減額につきましては、先ほどご説明いたしました新型コロナに係



－31－ 

る国民健康保険税減免額の10分の10全額交付されるものでございます。 

  次に、５款財産収入、１項財産運用収入、１目１節利子及び配当金２万円の増額につきま

しては、基金運用利子の決算見込みによる補正でございます。 

  １枚めくっていただき、50、51ページをお願いいたします。 

  歳出につきましてご説明いたします。 

  ３款国民健康保険事業納付金、１項医療給付費分及び２項後期高齢者支援金等分、次の３

項介護納付金分につきましては先ほど歳入でご説明いたしました新型コロナに係る国保税の

減免による財源構成でございます。歳出額に変更はございませんが、特定財源の県支出金

63万3,000円を増額し、一般財源63万3,000円を減額するものでございます。 

  次に、７款１項基金積立金、１目財政調整基金積立金２万円の増額につきましては、運用

利子に伴う補正でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第８号について採決します。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第８号を終わります。 

  引き続き議案第９号 令和４年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）を行
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います。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 議案第９号 令和４年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第４号）につきましてご説明いたします。 

  議案の25ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,208万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ９億7,459万2,000円とするものでございます。 

  補正予算説明書58、59ページをお願いいたします。 

  歳入につきましてご説明いたします。 

  ３款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金2,208万6,000円の減額につきましては、後期

高齢者医療の保険基盤安定繰入金の確定に伴う繰入金の減額補正でございます。 

  １枚めくっていただき、60、61ページをお願いいたします。 

  歳出につきましてご説明いたします。 

  ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、01保険料等納付金2,208万6,000円の減額

につきましては、保険基盤安定負担金の確定に伴い、山梨県後期高齢者医療広域連合への納

付金が確定したことによるものでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第号について採決します。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第９号を終わります。 

  ここで職員入替えのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時０９分 

 

○委員長（金丸幸司君） 会議を再開いたします。 

  引き続き、議案第10号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第４号）を行い

ます。 

  歳入歳出一括で説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） それでは、続きまして長寿推進課より議案第10号 令和４

年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第４号）につきましてご説明をさせていただきます。 

  議案書の31ページをお願いいたします。 

  議案第10号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第４号）につきましては、

補正前の額50億5,720万9,000円に歳入歳出それぞれ6,848万4,000円の追加をお願いし、補

正後の額を51億2,569万3,000円とするものであります。 

  初めに、歳入の内容につきましてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の68、69ページをお願いいたします。 

  １款１項保険料、１目第１号被保険者保険料、ｌ節現年度分特別徴収保険料1,565万

4,000円は決算見込みに伴う現年度分特別徴収保険料の増額であります。 

  次に、２節現年度分普通徴収保険料593万6,000円の減額は決算見込みに伴う現年度分普

通徴収保険料の減額であります。 

  次に、４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１節現年度分介護給付

費負担金3,045万2,000円は国庫負担金の交付決定に伴う増額であります。 
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  次に、２項国庫補助金、１目調整交付金、１節現年度分調整交付金3,449万1,000円の減

額は国庫補助金の交付決定に伴う減額であります。 

  次に、２目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付分（介護予防日常生活支

援総合事業）126万5,000円の減額は地域支援事業、介護予防日常生活相互支援事業の決算

見込みに伴う国の交付金の減額であります。 

  次に、３目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（包括的支援事業、任

意事業）497万2,000円の増額は地域支援事業、包括的支援事業、任意事業の決算見込みに

伴う国の交付金の増額であります。 

  次に、７目保険者機能強化推進交付金、１節現年度分保険者機能強化推進交付金92万

5,000円は交付決定に伴う増額であります。 

  ８目介護保険保険者努力支援交付金、１節現年度分介護保険保険者努力支援交付金34万

円は交付決定に伴う増額となります。 

  ５款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、１節現年度分介護給付費交付金443万

7,000円は支払基金交付金の交付額見込みに伴う増額であります。 

  ２目地域支援事業支援交付金、１節現年度分地域支援事業支援交付金136万6,000円の減

額は地域支援事業の決算見込みに伴う減額であります。 

  次に、６款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、１節現年度分介護給付費負

担金2,919万4,000円は県負担金の交付決定に伴う増額であります。 

  次に、２項県補助金、１目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（介護

予防日常生活支援総合事業）63万2,000円の減額は地域支援事業の決算見込みに伴う県の交

付金の減額であります。 

  ２目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（包括的支援事業、任意事業）

24万5,000円は地域支援事業、包括的支援事業、任意事業の決算見込みに伴う県の交付金の

増額であります。 

  補正予算70、71ページをお願いいたします。 

  ３目介護基盤整備等事業費補助金、１節現年度分介護基盤整備等事業費補助金4,219万

6,000円の減額は、介護保険事業計画に基づき整備した定期巡回随時対応型訪問介護看護事

業所１施設の整備に伴う県補助金の精算分と、地域密着型特別養護老人ホームの見取りに対

応できる施設整備の実績に伴い介護基盤整備等補助金を減額するものであります。 

  次に、４目介護基盤開設準備等事業費補助金、１節現年度分介護基盤開設準備等事業費補
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助金755万1,000円の減額は、介護保険事業計画に基づき令和３年度に公募し、今年度整備

を予定をしていた看護小規模多機能型居宅介護事業所１施設の開設準備に係る県の補助金で

ありますが、令和３年度中に応募する事業者がありませんでしたので、全額減額をし、令和

５年度当初予算へ再度計上するものであります。 

  次に、７款財産収入、１項財産運用収入、１目１節利子及び配当金１万円は決算見込みに

伴う介護保険給付費支払準備基金の利子分を増額するものであります。 

  次に、８款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、１節現年度分介護給付

費繰入金205万4,000円は保険給付費の増額に伴う増額となります。 

  ２目地域支援事業繰入金、１節現年度分地域支援事業繰入金（介護予防日常生活支援総合

事業）63万2,000円の減額は、地域支援事業の介護予防日常生活支援総合事業の決算見込み

に伴う減額であります。 

  ３目地域支援事業繰入金、１節現年度分地域支援事業繰入金（包括的支援事業、任意事業）

248万5,000円は地域支援事業の包括的支援事業、任意事業分の決算見込みに伴う増額であ

ります。 

  ４目低所得者保険料軽減繰入金、１節現年度分低所得者保険料軽減繰入金131万1,000円

の減額は低所得者保険料軽減の国、県の交付決定に伴う繰入金の減額であります。 

  ５目その他一般会計繰入金、２節事務費等繰入金４万9,000円は国保連合会負担金の決算

見込みに伴う増額であります。 

  ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金6,820万1,000円は令和３年度からの

繰越金の残額を全額充当するものであります。 

  10款諸収入、２項雑入、１目雑入、１節第三者納付金260万6,000円は第三者行為に係る

決算見込みに伴う増額であります。 

  歳入の説明は以上であります。 

  続きまして、歳出につきましてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の72、73ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、２目連合会負担金、01連合会負担金４万9,000円は先ほど

歳入で説明いたしました第三者行為損害賠償納付金に係る事務手数料の決算見込みによる増

額であります。 

  次に、５項１目01地域介護福祉空間整備費等補助金4,974万7,000円は施設整備費の減額

であり、定期巡回随時対応型訪問看護施設で整備は今年度施設の整備を行い、開設準備とし
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ての補助金のみを交付したものであり、施設の整備費分の減額と看護小規模多機能型居宅介

護施設につきまして、昨年度事業の応募がありませんでしたので、今年度最後に公募を行い、

来年度の整備を行うため施設整備費分と開設準備費の補助金を減額するものであります。 

  次に、２款保険給付費につきましては、総額で1,643万2,000円を増額するもので、内容

につきましては決算見込みに伴う補正と歳入の国、県の負担金の補正による財源構成となり

ます。 

  それでは、保険給付費の内容をご説明をいたします。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目01居宅介護サービス等給付費8,417万

3,000円は決算見込みに伴う増額補正であります。 

  次に、02居宅介護福祉用具購入等費90万3,000円の減額は決算見込みに伴う減額となりま

す。 

  次に、03居宅介護住宅等改修費、こちらにつきましては介護給付費の国及び県負担金の

交付決定に伴う一般財源との財源構成であります。 

  補正予算説明書の74、75ページをお願いいたします。 

  ２目01地域密着型介護サービス等給付費3,211万6,000円は決算見込みに伴う増額となり

ます。 

  ３目01施設介護サービス給付費5,846万2,000円の減額は決算見込みに伴う減額となりま

す。 

  ４目01居宅介護サービス計画等給付費893万6,000円は決算見込みに伴う増額であります。 

  補正予算説明書の76、77ページをお願いいたします。 

  ２項介護予防サービス当初費、１目01介護予防サービス等給付費814万4,000円は決算見

込みに伴う増額と、02介護予防福祉用具購入等費につきましては一般財源との財源構成と

なり、03介護予防住宅改修費76万8,000円は決算見込みに伴う増額となります。 

  ２目01地域密着型介護予防サービス等給付費163万2,000円の減額は決算見込みに伴う減

額であります。 

  ３目01介護予防サービス計画等給付費200万7,000円は決算見込みに伴う増額であります。 

  補正予算説明書の78、79ページをお願いいたします。 

  ３項その他諸費、１目01審査支払手数料30万1,000円は決算見込みに伴う増額であります。 

  ４項高額介護サービス等費、１目01高額介護サービス費1,399万6,000円の減額は決算見

込みに伴う減額であります。 
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  ２目01高額介護予防サービス費は財源構成となります。 

  補正予算説明書の80、81ページをお願いいたします。 

  ５項高額医療合算介護サービス等費、１目01高額医療合算介護サービス費71万2,000円の

減額は決算見込みに伴う減額、２目01高額医療合算介護予防サービス費は財源構成となり

ます。 

  次に、７項１目01特定入所者介護サービス費4,430万8,000円の減額は決算見込みに伴う

減額補正であります。 

  ここまでが保険給付費の内容となります。 

  続きまして、３款地域支援事業費につきましては、全てが決算見込みによる減額補正と歳

入予算の補正に伴う財源構成となり、補正額は506万円の減額であります。 

  減額の主な要因につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により通所型サービ

スの通所型介護相当、通所型サービスＡの利用が伸びず、利用件数の減少が見込まれること

により減額をするものであります。 

  それでは、個々の事業の内容を説明をさせていただきます。 

  ３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援総合事業費、１目介護予防生活支援サービス

事業費、01訪問型サービス事業費は財源構成であります。 

  82、83ページをお願いいたします。 

  02通所型サービス事業は506万円の減額、その下の03生活支援サービス事業、04介護予防

ケアマネジメント事業は歳入予算の補正に伴う財源構成であります。 

  ２目一般介護予防事業費、02一般介護予防事業と04一般介護予防事業会計年度任用職員

等費は歳入予算の補正に伴う財源構成であります。 

  次に、２項１目包括的支援事業、任意事業、01包括的支援事業から次の84、85ページの

05任意事業会計年度任用職員等費、また、次の86、87ページの４項１目01その他諸費まで

は歳入予算の補正に伴う財源構成であります。 

  最後になりますが、５款１項基金積立金、１目01介護保険給付費支払い準備基金積立金

１億681万円の増額は基金へ積立を行うため補正をするものであります。 

  介護保険特別会計予算（第４号）の説明は以上であります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 
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  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第10号について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  なお、委員会報告につきましては、ご一任願います。 

  以上で、議案第10号を終わります。 

  これをもちまして本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

  委員会におかれましては慎重審議、大変ご苦労さまでした。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２７分 

 

再開 午前１１時２８分 

 

○委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、その他に入ります。 

  長寿推進課から報告がありますので、お願いいたします。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 大変お疲れのところ申し訳ございません。長寿推進課からご

報告をさせていただきます。 

  先日ファックスでもお知らせをさせていただきましたが、指定看護サービス事業者に対す

る行政処分の決定につきましてご説明をさせていただきます。 
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  お手元の資料をご覧をいただきたいと思います。 

  介護保険法の規定に基づき令和５年２月24日付で次のとおり行政処分を決定をいたしま

した。 

  １番、法人名が株式会社おお空、所在につきましては甲斐市篠原1899番地３。 

  代表者、志村直美。 

  ２、事業所名。デイサービスおお空。所在は同所同番地であります。 

  ３、事業の種類。指定地域密着型通所介護事業所となります。 

  次に４、行政処分の内容でありますが、上段の四角の囲みの部分を初めにご覧ください。 

  介護事業所の行政処分につきましては、指定の取消し、それから指定の全部の効力の停止、

それから、指定の一部の効力停止がございます。 

  今回の（１）、行政処分の内容につきましては、指定の一部の効力停止３か月間となりま

す。 

  こちらの内容につきましては、新規利用者受入れの停止、それから、介護報酬支払額の制

限として、報酬額の１割を減額し、報酬上限を９割とするものであります。 

  （２）行政処分の期間につきましては、令和５年３月１日から令和５年５月31日までの

３か月間であります。 

  次に、５、行政処分の理由でありますが、不正請求に伴い介護保険法第78条の10、第１

項第８号の規定に基づきまして、指定の一部の効力を停止するものであります。 

  不正請求の内容でございますが、指定地域密着型通所介護について平成31年２月から令

和３年３月までの期間において利用者１名に対しまして利用がない26日分の入浴介助加算

２回分を含む介護報酬を不正に請求し、受領したものであります。 

  ６、事業者への経済上の措置でありますが、返還請求額が８万287円、こちらのほうは加

算金４割を含みます。補足といたしまして、不正請求額は全部で24万9,192円になりますが、

そのうち不正利得の返還請求額は介護保険法第200条第１項の規定に基づき保険料給付金そ

の他この法律の規定による徴収金を徴収し、またはその還付を受ける権利及び保険給付を受

ける権利は、これらを行使できるときから２年を経過したときは時効によって消滅するとさ

れております。したがいまして、請求できる２年分の金額を返還させるものであります。 

  ７、これまでの経緯等でありますが、昨年令和４年６月24日に介護保険法に基づく監査

に着手をいたしまして、その後令和４年12月まで関係書類の調査、それから、関係者から

事情等の聴取を行いまして、本年２月７日に行政手続法に基づく弁明通知書を発送をし、提
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出期日を２月15日までとしておりましたが、弁明書の提出はありませんでしたので、２月

24日付で行政処分を決定し、株式会社おお空へ処分の通知を送付したところであります。 

  その後、２月27日付で株式会社おお空から３月31日をもって事業所の廃止届が提出をさ

れたところであります。また、２月28日付で行政処分の告示を行うとともに市のウェブサ

イトにも掲載を行ったところであります。 

  ３月１日からの処分の効力が開始となり、５月31日までの処分の効力は５月31日で処分

の効力は終了となります。２月27日付で事業廃止届の提出を受け、受理をいたしましたの

で、３月31日をもって当事業所は廃止となります。 

  以上、簡単でございますが、指定介護サービス事業者に対する行政処分につきましてご説

明をさせていただきました。よろしくお願いをいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 報告が終わりました。 

  これより、報告に対しての委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ７番のところで、おお空の事業所廃止ということでなっているのです

けれども、このおお空を利用していた利用者の方です、その人たちはどういうふうに対応さ

れているのでしょう。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石介護保険係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） お答えします。 

  利用者は現在８名いますけれども、４月からは同じ建物で別の法人が指定の許可を受けま

して、運営される予定です。全員そちらのほうでサービス提供を受ける予定となっておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） ほかにありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、この内容を見ると利用実態がないのに利用したということで

保険の請求をしたということですよね。その間の利用料というのはその利用された方に請求

されていたのでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 今回の不正請求につきましては、利用実態のない日の分を市
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のほうへ請求をしております。利用者の自己負担につきましては請求がされていない状況で

ございました。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） これ、利用がない26日分の請求ということなんですけれども、これ

は明らかに分かっていて請求しているわけですよね。そういうのというのは、やはりいろん

な措置とかあるんですけれども、この上限、指定の一部停止というのが３か月という規定じ

ゃないですけれども、この期間という形のものというのは、これが半年とかあるいは１年と

か、そういうような長くなるようなケースもあるんですか。その辺をお伺いします。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 甲斐市合併以降介護保険の不正請求等の事案につきまして、

初の事案でございましたので、これまでそちらのほうの介護サービス等の事業所を行政処分

を実施する基準というものがございませんでしたので、そちらのほうの基準も作成をいたし

まして、市長までの決裁をいただいてそれぞれ点数をつけていた結果、３か月の一部停止と

いうことに該当するところになりました。 

  それから、こちらのほうの処分の決定をする前に県、それから国の厚生労働省のほうにも

こちらの内容を報告をさせていただきまして、ご確認をさせていただいたところであります

が、こちらのほうの処分につきましてはそれぞれ保険者、したがって甲斐市が行う処分でご

ざいますので、国、県それぞれ甲斐市のほうの保険者の意向に沿ってということでご回答を

いただいているところであります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 事業者が変わるということなんですけれども、実際全く無関係な事業

者なんですか、それとも時々こういうので免許が、報酬が下がるからちょっと実態的には同

じ経営者が法人をつくってやるとか、そういうことはないんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 指定の申請が出ていますけれども、全く別の法人になってお

りますので、そういったことはございません。 



－42－ 

○委員長（金丸幸司君） 質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません、介護保険法に基づく監査についてちょっとお伺いしたい

のですけれども、この行政処分の理由となった平成31年２月から令和３年３月までの不正

請求ということなんですが、この監査というの大体何年ごとにやっているのかというのと、

もうちょっと早く気づくことができなかったのかなというところを教えてください。 

○委員長（金丸幸司君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 事業所の監査につきましては、請求の不正請求の疑いがあっ

た場合、または施設内で虐待があった場合、疑われる場合に直ちに監査を行いなさいという

ルールになっております。監査とは別に運営指導というものがありまして、６年間に一度事

業所のほうを監査するというようなルールになっておりまして、今年度おお空につきまして

は監査ではなくて運営指導のほうを予定をしておりましたけれども、運営指導に入る前にそ

ういった不正請求の疑いがあるということが判明しましたので監査に入ったところでござい

ます。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） ほか質疑ございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 不正請求の疑いがあったということなんですけれども、それはどこか

らか、何かこう怪しいぞというような通報があってこれが発覚したということでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらのほうにつきましては、利用者から利用のない月もそ

れぞれ書類等が記載があるというようなことの相談のほうから入りまして、それぞれ介護保

険係の担当者のほうでそれぞれ事業者に追及をしていったところこういった内容が発覚をし

たということになります。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、長寿推進課のその他を終わります。 

  次に、委員より常任委員会関係でその他何かありましたらお願いをします。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） ないですか。 

  事務局からその他ありますか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） これでその他を終了いたします。 

  以上を持ちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

  これを持ちまして厚生環境常任委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時４１分 


